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要旨 
本稿では、小学校教員養成課程における方言に関する教材作成の実践例を提示する。ま
た、その実践において作成した方言に関する教材についても紹介する。 
実践は授業とプロジェクトの二つである。授業実践の目的は、日本語や日本語方言、群
馬県方言についての理解を深め、日本語や言語に関する教養を高めるとともに、教師とし
ての教育力の向上を図ることである。授業では、日本語方言の基礎を学んだ後、方言に関
する教材（方言かるた、方言すごろく、方言紙芝居、方言クイズなど）の作成を行い、作
成した教材を活用する国語科教育や総合的な学習の時間などの授業案や活動案を制作する。
プロジェクト実践の目的は、群馬県方言の保存・継承及び群馬県の地域文化・地域教育へ
の貢献である。プロジェクトは、「ぐんま方言かるた」という教材作成に端を発し、それを
用いた方言教育活動を中心に展開している。 
教師が作成した方言に関する教材としては、「ぐんま方言かるた」、その解説書である『群
馬県民の知らない上州弁の世界 「ぐんま方言かるた」の秘密』、授業の導入で使用する「上
州弁チェック」の三作品である。学生の作成した方言に関する教材としては、「方言すごろ
く」「方言紙芝居」「方言ブック」、「方言新聞」等の方言教材である。 
二つの実践の最終的な目的は、方言という題材で教材を作成するということを通して、
小学校教員としての実践力を身につけることである。自作教材の考案はどうすれば教育効
果を高めることができるのかを思考することであり、教材を用いて子どもたちと関わるこ
とは教育効果の実効を体感することである。これからの小学校教員養成という大学教育に
おいては、この思考と体験の場を積極的に設定するべきである。 
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１ はじめに 
本稿では、小学校教員養成という大学教育における思考と体験の場の積極的な設定事例
として、方言に関する教材作成の実践例を提示する。また、その実践において作成した方
言に関する教材について紹介する。 
本稿で報告する実践は、小学校国語科教育の授業指導の中で方言を取り上げ教材を作成
した授業実践と、筆者と学生が主導し地域的な言語文化である方言の保存・継承を主な目
的として活動する学生プロジェクトの実践である。なお、授業実践においては、小学校教
員養成課程を学ぶ学生に加え、日本語教師を養成するプログラムを受講する学生も含まれ
ており、日本語教育における自作教材の作成も含まれる。 
本稿では、まず、実践の概要を説明し、次に、教員及び学生が作成した方言に関する教
材を紹介する。最後に、まとめとして、教材作成という学びの意味を小学校教員養成の段
階における思考と体験の場の設定という視点からまとめる。 
 
 
２ 実践の概要 
2-1 授業実践 
当該授業の授業名は「群馬の言葉とこども」である。受講者は、主に、小学校教員免許
取得希望者及び日本語教師養成プログラム受講者である。授業の目的は、日本語や日本語
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方言、群馬県方言についての理解を深め、日本語や言語に関する教養を高めるとともに、
教師としての教育力の向上を図ることである。受講者は、日本語方言の基礎を学んだ後、
方言に関する教材（方言かるた、方言すごろく、方言紙芝居、方言クイズなど）の作成を
行い、作成した教材を活用する国語科教育や総合的な学習の時間などの授業案や活動案を
制作する。シラバスの概要を【表 1】に示す。 
 
【表 1】「群馬の言葉とこども」授業シラバス（概要） 
 
2-2 プロジェクト実践 
プロジェクトは、2012年に、筆者が教員 2名とその学生たちに呼びかけてスタートした。
発足当初のプロジェクト名は、「ぐんま方言かるた制作プロジェクト」という。群馬県初の
方言かるたを制作・販売することを目指した。同年に「ぐんま方言かるた」が完成し、そ
の後は、「ぐんま方言かるたプロジェクト」「ぐんま方言フェスティバルプロジェクト」と
名称を変えつつ、小学校教員養成課程の学生たちと筆者を含む教員 2 名とで、群馬県方言
の保存・継承及び群馬県の地域文化・地域教育への貢献を目的に方言教育活動を展開して
いる。 
プロジェクト活動の中心は、「ぐんま方言かるた大会」の企画・運営である。同大会は、
企画・運営を学生主体で行い、毎年 12 月に開催している。2017 年度で第 5 回を数える。
2015 年度の第 3 回大会からは、前橋市児童文化センターの協力を得て、前橋市・伊勢崎市
の小学生を主な対象に、同センターで開催している。プロジェクトのその他の活動は、同
かるた体験会や方言に関する授業や講座などのサポート活動、講演、教育補助等の地域の
要望に応える形での活動等である。 
第 1 回 
ガイダンスとして授業の概要の説明を受ける。説明の中で、「上州弁チェ
ック」を行い、自方言を認識する。 
第 2 回 
「ぐんま方言かるた」を体験し、群馬方言の特徴を学ぶ。 
過年度受講生の授業案および制作作品を知り、群馬方言に関する図書の紹
介を受ける。 
第 3～12 回 
指定教科書である木部ほか（2013）をもとに方言学の基礎を学ぶ。 
各章を分担して、発表を行う。発表後には受講者全員で意見交換を行う。
必要があれば教師による補足説明を受ける。 
第 8 回には、グループづくりを行い、教材の内容や授業案・活動案を検討・
決定する。 
第 9 回には、「教材・活動計画書」及び必要な材料の請求書を提出する。 
第 13 回 教材づくり、授業案・活動案づくりのまとめの作業を行う。 
第 14・15 回 
発表会。教材と授業案・活動案を発表し、意見交換をするとともに、相互
評価を行う。 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.18 192 
３ 教員の作成した方言教材 
 3-1 ぐんま方言かるた 
2012 年 4 月制作開始、同年 12 月発売。群馬県方言
をテーマに、方言語彙のほかアクセントや新方言、学
校方言等を取り入れた群馬県初の方言かるたである
（【図 1】）。 
制作は、群馬方言研究（佐藤髙司ゼミ）、美術教育（本
多正直ゼミ）、産学連携（兼本雅章ゼミ）の研究者及び
学生からなる「ぐんま方言かるた制作プロジェクト」
による。この 2012 年活動のこのプロジェクトは、企
画から制作、販売まで、すべてを学生が主導した。方
言かるたの読み札の制作過程については、佐藤（2013）に詳しい。 
 
 
3-2 『群馬県民の知らない上州弁の世界 「ぐんま方言かるた」の秘密』 
2017 年 3 月出版。「ぐんま方言かるた」の読
み札の解説を中心とする図書である（【図 2】）。
第 1 章では、「ぐんま方言かるた」が群馬県民
に受け入れられ続ける理由を、群馬県民の方言
に対する意識や日本社会の方言に対する考え
方の推移から解説している。第 2 章では、「ぐ
んま方言かるた」の読み句の解説を通して、群
馬方言の特徴を述べている。第 3 章では、様々
な教育活動にかるたづくりを取り入れること
が可能となるよう、絵札の作り方を公開してい
る。本書の出版は「ぐんま方言フェスティバルプロジェクト」の活動の一つである。 
 
 
3-3 上州弁チェック 
「やってんべぇ 上州弁チェック」と題するパワーポイントによるスライド形式の教材
である。自方言に興味を持たせることを目的に、前述の授業「群馬の言葉とこども」の第 1
回で使用するほか、方言に関する単独講義や教員免許更新講習の講座の導入時などに使用
する。受講者は、10 の質問に対して複数の選択肢の中から当てはまる回答を選び、自己採
点方式で記入用紙に点数を記入、合計することで、自分の上州弁のレベル（1～5）を自己
診断できるようになっている。詳細は、佐藤（2017a）に譲る。 
 
 
【図 1】ぐんま方言かるた 
 
【図 2】群馬県民の知らない上州弁の世界 
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４ 学生の作成した方言教材 
4-1 方言すごろく 
「ぐんま方言かるた」すごろく（【図 3】）は、同かるたの札を散りばめ、群馬県内の観光
地などを楽しく学びながら巡るすごろくである。子どもたちが群馬県内の名産品、産業、
文化、名所などを遊びながら知ることができるようにという目的で、「ぐんま方言かるた制
作プロジェクト」でかるたの絵札制作を担当した学生たちが自主的に作成したものである。
試作版（Ver.1）は 2014 年度のかるた大会の参加賞として配付した。すごろくで止まるポ
イントを増やすなどして内容をより向上させた 2015年度版（Ver.2）は、『群馬県民の知ら
ない上州弁の世界 「ぐんま方言かるた」の秘密』の付録となっている。授業実践で作成さ
れた方言すごろくには、模造紙大の「全国方言すごろく」などもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-2 方言紙芝居 
群馬方言版デジタル紙芝居「桃太郎」
（【図 4】）は、群馬県方言を意識的に取り
入れた台本による台詞と自作のスライド
とを同時に取り込んだパワーポイントフ
ァイルの電子紙芝居である。「ぐんま方言
フェスティバルプロジェクト」の学生メ
ンバーが作成した。PC で繰り返し紙芝居
を上映することができる。同プロジェク
トは、2015 年のワークショップ「ぐんま
 
【図 3】「ぐんま方言かるた」すごろく 2015年度版（Ver.2） 
 
【図 4】群馬方言版デジタル紙芝居「桃太郎」 
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方言であそぼう！」（於：前橋児童文セン
ター）を行ったが、そこで上映、児童に
紙芝居を印刷した冊子を参加賞として配
付した。 
 授業実践においても、方言紙芝居は学
生がその作成に取り組みやすい教材であ
る。その理由は、原作が存在するためで
あり、原作を方言に翻訳する作業を行う
ことによって、容易に完成を見ることが
できるからである。描画が得意な学生は
自ら絵を描くことも可能であるが、それ
が不得手な学生は原作を写すなどして作
成することも可能である。 
【図 5】は地域に伝わる民話を方言紙
芝居にした「河童とアメ玉」である。作
成した学生は図画工作を得意としており、
描画をはじめすべてが手作りの自作であ
る。【図 6】は群馬県の特産品を取り入れ
た方言紙芝居「こんにゃ郎」、【図 7】は
地元である群馬県を意図的に取り入れた
紙芝居「群馬県産の桃から生まれたもも
たろう」である。方言という要素に加え
て、名産品などの地域に密着した内容を
加味することで、より地域性の高い教材
作成がなされている。国語科に限らず、
合科的、総合的な学習への応用も考えら
れる。授業実践では、このような地域性
の高い方言紙芝居のほかにも、オーソド
ックスな方言紙芝居「白雪姫」などの作
品がある。 
 
 
 
 
 
 
 
【図 5】河童とアメ玉 
 
 
【図 6】こんにゃ郎 
 
  
【図 7】群馬県産の桃から生まれたももたろう 
Mar. 2018 小学校教員養成課程における方言教材の作成 195 
4-3 方言ブック 
方言ブックは、授業実践の中で、創意工
夫により多種多様な作品が制作されている。
群馬県方言に関するクイズを烏賊の形にし
た「方言っておもしろイカ」（【図 8】）は、
子どもが喜びそうな遊び心のある作品であ
る。烏賊の足に見立てた紐で次の問題に進
み、番号の紙をめくると隠れている正解が
表れるので、一人でもクイズをすることが
できる。 
「みんなのうた群馬方言 ver.」（【図 9】）
は、身近な楽曲を群馬県方言の歌詞に書き
換え、方言の解説を付している。「日本列島
方言レシピ集」（【図 10】）は、日本各地の料
理レシピをその土地の方言で記述している。
「世界の名言 津軽弁 ver.」（【図 11】）は、
世界の著名人の名言を津軽弁に翻訳したも
のである。作成した学生は青森県出身であ
る。これらのほかにも「方言告白ブック」
等があり、アイディア次第で様々な方言ブ
ックを制作することができる。このような
教材づくりは、方言紙芝居と同様に、総合
的な学習の時間等で国語科と他教科とを融
合させるような授業展開でも有効である。 
 
4-4 その他の方言教材 
 「方言パズル 絆創膏」（【図 12】）は、画
用紙に絆創膏の方言地図を描き、それぞれ
の形に切り抜いた都道府県を埋めて、日本
列島を完成させるゲーム感覚の方言パズル
である。方言教材は、その教材としての目
的の設定を見失わなければ、「方言新聞」
（【図 13】）「方言絵本・昔話」「方言ゲーム」
「方言パズル」「方言トランプ」「方言カー
ド」等々、アイディアと工夫次第で、楽し
みながら方言に親しみ、教育にも取り入れ
 
【図 8】方言っておもしろイカ 
 
 
【図 9】みんなのうた群馬方言 ver. 
 
 
【図 10】日本列島方言レシピ集 
 
 
【図 11】世界の名言 津軽弁 ver. 
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ることのできる作品となる。 
 
 
５ まとめ 
本稿で紹介した二つの実践の最終的な
目的は、方言という題材で教材を作成する
ことを通して、小学校教員としての実践力
を身につけることであると言える。授業実
践では、どのような教材を作成すれば、目
指す教育効果を達成することができるか
という視点からの教材作成である。プロジ
ェクト実践では、自分たちが作成した教材
を用いて、どのように子どもたちに関われ
ばよいかという、教材を扱う視点での教材
作成である。 
教育の実践者である小学校教員養成と
いう大学教育は、どのような工夫を施せば
教育効果を高めることができ、どのように
実践すればその教育効果が実効されるの
かを思考し、その思考を積み重ねる段階で
あると言えよう。そして、それにも増して、
それらを実体験することが大切な時期で
あるとも言えよう。自作教材の考案はどう
すれば教育効果を高めることができるの
かを思考することであり、教材を用いて子
どもたちと関わることは教育効果の実効
を体感することである。これからの小学校
教員養成という大学教育においては、この
思考と体験の場を積極的に設定するべき
である。その意味において、教育効果を考
えて教材を実際に作成すること、作成した
教材を用いて子どもたちと実際に直接触
れあることは、きわめて有効な大学教育の場であると考えている。 
 
 
 
 
【図 12】方言パズル 絆創膏 
 
 
【図 13】方言新聞 
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６ おわりに 
これからの大学における学びは、アクティブラーニングが主流となる。本稿で紹介した
教材を作成するという学びも、そのアクティブラーニングの一つと考えてよいだろう。ア
クティブラーニングの課題の一つには評価があるが、教材を作成するという学びでは、作
成した教材の面白さや楽しさ、あるいはその出来栄えばかりに評価の視点が向きがちであ
る。しかし、ここで評価しなければならないことは、学生自身の学びである。学生が理解
したことや学んだことを、学生の思考を通して形にすることで、学生はどのように学んだ
のかを評価するということである。小学校教員養成課程の指導者としては、学生たちが「知
る」あるいは「調べる」という学びの中で、どのように思考し、どのような視点から教育
というものをとらえ、その意味や価値をどう考えたかということを正確に評価することが
肝要である。 
最後に、本稿で紹介した作品の作成に携わった学生の皆さんに心より感謝申し上げます。 
 
 
〔付記〕 
 本稿は佐藤（2017ｂ）を基にしている。 
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